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横浜山の会 2019 年 1 月号会報 第 658 号 

中央線沿：本社ヶ丸北尾根-角研山北尾根下降 

◆日程 2018年 12月 15日 (土) 

◆メンバー L : 小林(義)、前田、山田(留)、今 

◆天候 晴れ 

本社ヶ丸北尾根を 2 年前に雫さんと登る筈が一本先の誤った尾根を登って山頂に達した。帰

宅後に最新の地図と照合して解ったのは、山梨変電所が出来た事で林道との合流点が変わって

いたのであった。本社ヶ丸の展望は素晴らしいものがあるし、60 周年 60 座に多少でも寄与す

べく前回失敗した北尾根を登る計画を考えた。河野さん参加が体調不良で 4 名となる。保土ヶ

谷駅では東戸塚での車両点検で電車が遅れているとのアナウンス、前田さんに集合に遅れるか

も、と電話を入れた。幸い、一本後の電車でも時間に間に合った。 

笹子から 20 号線沿いを歩く、トラックやダンプで怖い、寒い、早く山道に入りたいと思う。 

1 時間強の歩きで変電所から都留に抜ける林道にはいる。尾根の取り付きさえ間違えなければ

ひたすら上を目指せばよい。1245m で直角に曲がる所で休憩をとる。猪か鹿の動物の寝た痕跡

が残っていた。1400mから急登となり登山道にでた。 

西に歩けば本社ヶ丸の山頂。この頂きは 4 回目だろうか？今回も 360 度の展望が待っていて

くれた。雲一つないとはこの事である。カメラを出すと電池切れ表示、ポケットで温め会旗を

出し 4 人で写真に納まった。ここからは稜線漫歩、素晴らしい眺望を見ながら昼食タイムを送

電塔の草地でとる。昼食をとり少し横になって目を閉じる。日向ぼっこで体も暖まり、下山ル

ートのロスタイムを考慮し腰を上げる。 

暫くで角研山、ここには笹子駅への標識があり登山道として整備してあった。下山のルート

ファインドも楽しみだったが残念、必要なくなった。下山尾根の途中で私の腰が痛くなり荷物

を持って頂いた事はありたがった。只ひたすら道を辿る。林道を越えてどんどんと高度を下げ

思ったより楽に笹子駅に到着した。軽く八王子で打上げ、これは正統派山遊びの正しい終わり

方である。 （記：小林） 

CT：笹子駅 8:05‐1245m標高点 10:17/10:28‐本社ヶ丸 11:40/11:53 

‐1370m送電塔 12:30/13:10‐角研山 13:33/13:39‐笹子駅 15:18 
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